





















　　２ 利用における柔軟性（Flexibility in use）
　　３ 単純で直感的な利用（Simple and intuitive）
　　４ 認知できる情報（Perceptible information）
　　５ 失敗に対する寛大さ（Tolerance for error）
　　６ 少ない身体的努力（Low physical effort）

































































































































































































































































OF UNIVERSAL DESIGN Version 2.0）North Carolina State University, The Center 
for Universal Design.
https://www.ncsu.edu/ncsu/design/cud/pubs_p/docs/poster.pdf
・埼玉県立総合教育センター特別支援教育担当（2013）『平成24年度調査研究報告書 
第364号　小・中・高等学校及び特別支援学校におけるユニバーサルデザインの視点
を取り入れた授業実践に関する調査研究（最終報告）』
・長江清和・細渕富夫（2005）「小学校における授業のユニバーサルデザインの構想：
知的障害児の発達を促すインクルーシブ教育の実現に向けて」『埼玉大学紀要教育学
部（教育科学）』54巻１号
・文部科学省初等中等教育局特別支援教育課「通常の学級に在籍する発達障害の可能
性のある特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する調査結果について」 平成24年
12月５日公表 
